
長久手市中央図書館 事業報告（１１月分）

おはなし会

事業名 日時 参加人数

大人のおはなし会〔読書会〕
（吾亦紅）

１１／１２（火）
10：30～11：30

２０人

ブックスタートのおはなし会
（職員）

１１／１６（土）
11：00～11：30

７２人
対象児２６人

乳幼児向けおはなし会
（図書館ボランティア）

１１／１６（土）
15：00～15：30

１０人

おはなし会
〔幼児から低学年〕

（図書館ボランティア）

１１／１６（土）
14：00～14：30

４人

えいごのおはなし会
（レディバグ）

１１／２３（土）
10：30～11：30

人

閲覧室内企画展示

乳幼児向けおはなし会
（図書館ボランティア）
保健師育児相談

１１／２１（木）
11：00～11：30

人(　人 ）

テーマ 内　容 コメント

折紙

8月下旬から9月上旬にかけて2階ギャ
ラリーで行った、職員作成の折紙展示
が人気を博した。それを踏まえ、芸術
の秋にも合わせ、一般向け折紙の本
を約50冊選書。折紙作品も一緒に展
示。

9/26～11/19で貸出冊数１７７冊。
特別整理期間後も貸出は多く、予約された本
もある。展示本を借りた方が、再び別の展示本
を借りることもあった。ほとんどの本が常に貸出
されているため、このテーマの本を今後積極的
に収集していきたい。

クリスマスをテーマにした、絵本や読
11/1～11/19で貸出冊数２３７冊。

その他

クリスマスの本
クリスマスをテーマにした、絵本や読
み物など毎年人気の児童書約１２０
冊。

11/1～11/19で貸出冊数２３７冊。
例年より早めに展示を始めたが、安定した人気
である。本を何度か追加展示をしているが、棚
に数冊残る程度。

いると思う？

多くの子どもや大人は、妖精・小人・
妖怪など超自然のものたちにあこがれ
る。「ほんとうにいるのかな？」と児童の
好奇心をくすぐり、読書意欲を高める
児童書を約80冊選書。

9/1～11/19で貸出冊数１２８冊。
貸出冊数があまり増えず、現代の子どもたちに
は少しマニアックなテーマであったと思われる。
表紙もおどろおどろしい本が多く、あまり手に
取られなかった理由の一つと考えられる。

バンド、やってみる？

高校生の利用増進を意図。高校生に
根強い人気のあるバンド活動がテー
マ。活動のスタート等を応援するため
に、楽器入門書や奏法解説書を中心
に25冊を選書。

9/26～11/19で貸出冊数６１冊。
貸出は2巡以上あったものの、高校生の利用に
は直結しなかった。テーマ性自体は適正だが、
特定世代を対象とするには、別の手法を検討
する必要がある。

リサイクル市
　　１１／３（日）～１０（日）　２階ＡＶルーム
　　出本数　６，９７０冊　うち来場者持ち帰り数　５，４９４冊

西小学校２年生　生活科
「まちをたんけん大はっけん」

　　１１／６（水）　１０：３０～１１：３０　西小学校２年生８６人を受け入れ

ビブリオテカ・アルテ
長久手市中央図書館現代美術展

　　１１／９（土）～２４（日）　２階ギャラリー
　　愛知県立芸術大学の油絵専攻学生１３人による展覧会

読み聞かせボランティア養成講座 　　１１／１４（木）１０：００～１１：３０　第１回講演会（定員６０人）　４９人出席

北中学校職場体験学習 　　１１／２７（水）・２８（木）　２年生４人を受け入れ

中学生美術展
　　１１／３０（土）～１２／１５（日）　２階ギャラリー
　　市内３中学校から出品された４９点の作品を展示

資料5



１２月の予定

おはなし会

事業名 日時

大人のおはなし会〔読書会〕
（吾亦紅）

１２／３（火）
10：30～11：30

乳幼児向けおはなし会
〔ブックスタート併用日〕

（職員＋図書館ボランティア協力）

１２／５（木）
11：00～11：30

おはなし会スペシャル
〔幼児から低学年〕

（吾亦紅）

１２／７（土）
10：30～11：30

おはなし会
〔幼児から低学年〕

（吾亦紅）

１２／１４（土）
10：30～11：30

乳幼児向けおはなし会
（図書館ボランティア）
保健師育児相談

１２／１９（木）
11：00～11：30

小学生向けおはなし会
（ストーリーテリング）

（職員+学校連携ボランティア協力）

１２／２０（金）
14：00～14：30

ブックスタートのおはなし会
（職員）

１２／２１（土）
11：00～11：30

おはなし会
〔幼児から低学年〕

（図書館ボランティア）

１２／２１（土）
14：00～14：30

乳幼児向けおはなし会
（図書館ボランティア）

１２／２１（土）
15：00～15：30

閲覧室内 企画展示（１２月から展示する新規分）

その他

テーマ 内　容

長久手高校とのコラボ企画
生徒おすすめ本とPOP展示

長久手高校図書部が作成した本のPOPを、一部中央図書館でも展示
し、合わせて同校でよく読まれた本も展示。

中学生美術展（再掲）
　１１／３０（土）～１２／１５（日）
　２階ギャラリー

市内３中学校の生徒が制作した絵画等の
優秀作品を展示する。計４９点

模様のせかい
～私たちのまわりは『模様』がいっぱい～

模様をテーマにした、児童向けの絵本を中心に約５０冊展示。

読み聞かせボランティア養成講座
（全５回）

１１／１４（木）
　１０：００～１１：３０（終了）
１２／１８（水）１０：００～１１：３０
　１／１７（金）　　〃
　２／１８（火）１０：００～１１：００
　３／６（金）　　 〃

子ども向けの読み聞かせが初めての方や
経験が浅い方が対象。中央図書館等で読
み聞かせボランティアを行うために、子ども
に読み聞かせをする意味や必要性、技術
を学ぶ。
定員：第２回以降（実習）２０人



本の展示企画を年間
19回開催

１.司書によるオリジナルな展示
の企画。

２.閉架の図書も展示図書に組
み込む。

３.選定したテーマに基づき本を
専用スペースに２ヶ月単位で展
示。

４.展示本の位置情報を変更入
力処理し、利用者が手に取りや
すくする。

５.貸出統計値を集計・分析し、
収集や次期企画に応用する。

棚27番（南玄関）
「折紙」

棚24番（カウンター前）
「バンド、やってみる？」

棚19番（児童書架）
「いると思う？」

北玄関棚
「クリスマスの本」

教育振興基本計画
基本施策9「魅力ある
図書館づくり」
①図書館利用の促進

１.不明化傾向に基づく本の配置
換え（随時）。

・不明化傾向分析に基づ
く本の配置換えを継続。

第２次子ども読書活動
推進計画
基本目標Ⅱ-２-（２）

事業名 課題 目標 実施項目 進捗状況・結果

1
児童館図書室
の環境整備

児童館職員だけで
は徹底した書架構
築ができない

青少年児童セン
ターでの年間貸出
数1000冊

１.司書が選書した本を団体貸出
し、対象年齢別など、読者層に
応じた棚配置等を行う。

２.図書館が作成した本のPOPを
児童館へ提供する。（年1回程
度）

３.図書室利用状況は、貸出数で
把握するため、青少年児童セン
ターを含めた全児童館で集計・
分析した結果を基に選んだ図書
を貸出す。

・下山児童館移設に伴う
除籍本選定作業
（11/12）

・青少年児童センターで
の新たな集計方法を検
討。

2
本の展示の実
施

蔵書の魅力を伝え
る機会が少ない

令和元年度 中央図書館 事業進捗状況管理表
年間スケジュール

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月
備　考

棚27番

71冊 66冊 110冊 93冊 51冊 40冊 47冊 全数

(5冊) (5冊) (9冊) (15冊)      (28冊) (5冊) (11冊)（うち中央図書館からの本）

青少年児童センターの貸出数 集計と検証（毎月）

下山児童館11/12 除籍本選定作業

西児童館 団体貸出入替

団体貸出入替 市が洞児童館7/2、南児童館7/17

上郷児童館 団体貸出入替9/26

棚27番（南玄 棚27番 棚27 棚27番 棚27番

棚24番（カウンター前） 棚24番 棚24番

北玄関棚 北玄関棚 北玄関棚 北玄関棚
北玄関棚

棚19番（児童

書架）
棚19番 棚19番 棚19番 棚19番棚19

番

棚

24

北玄

関棚

開催件数 17回（10月末現在）

棚19
番

棚27
番

棚24
番

棚24

北玄

関棚

・延滞者には逐次、口頭
注意、啓発カードを手渡
し。

・延滞者へ、はがきで督
促。

・20日以上の延滞者へ
督促電話。

4 延滞対策事業
延滞本が発生して
いる

月次集計（3日～300
日）時点での延滞冊
数を900冊以内とす
る。

1.1日以上の延滞者へ窓口で注
意喚起。

２.7日以上の延滞者へ利用カー
ドの貸出禁止措置及び注意喚
起カードを窓口で手渡し。

３.15日以上の延滞者に督促は
がきを毎週郵送。

４.30日以上の長期延滞者に黄
色のはがきを毎週郵送。

５.30日以上の延滞者へ2週間に
一度督促電話。

６.60日以上の延滞者は貸出禁
止措置後、次回貸出時に職員
からの厳重注意。

3
不明化対策事
業

不明本が発生して
いる

年間の不明本冊数
減らす。
（前年度175冊、目標
150冊）

換え（随時）。

２.本にマーキング（館所蔵を表
示）

３.職員の巡回による抑止力強
化（1日2回程度）

4．持ち出し発生書架に警告表
示

５.防犯カメラ等の表示貼替え
（年３～４回）

く本の配置換えを継続。

・本にマーキング（館所
蔵を表示）を継続。

・持ち出し発生書架に
ブックエンド型警告表示
を設置。

・蔵書点検の結果は124
冊。

1157冊

延滞者に督促はがきを毎週郵送（通年）

延滞者へ注意喚起カードを窓口で配布（通年）

集計と検証（毎月）

不明化傾向分析に基づく本の配置換え、.本にマーキング（館所蔵を表示）

職員等による閲覧室巡回

集計と検証（毎月）
防犯カメラ等の表示貼替え 黄ばみ等の点検、位置変更など

2

1235冊

6冊 1冊

1005冊 1192冊

3冊 3冊

1141冊

4冊

870冊

3冊

977冊

冊

冊



事業名 課題 目標 実施項目 進捗状況・結果

令和元年度 中央図書館 事業進捗状況管理表
年間スケジュール

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月
備　考

総合計画アクションプ
ラン
基本目標５-政策１-施
策（1）

5
地域資料収集
事業

地域資料が整備さ
れていない

地域資料を年間260
冊収集し、蔵書として
整備する。

１.司書が専門的視点で郷土・行
政に関する資料を収集

２.特別資料室内でのテーマ展
示を開催

３.特別資料室の開架と閉架の
蔵書バランスを毎月点検する。

・提供された行政資料の
受入れ作業中。

・地域資料収集累計冊
数：266冊（11月19日時
点）

・特別資料室内で新着図
書展示を実施。

他館の取り組み方法等を情報収集

郷土・行政資料の収集

特別資料室内でのテーマ展示（新着図書展示）

内容検討


